令和7年度　事業実績報告書
地域支援センター一陽
1. 地域支援センター利用状況　令和7年4月1日～令和8年3月31日　
197回　2,365名　延べ利用人数2,577名

a. 家庭支援事業、地域の学習支援
	①児童育成支援拠点事業を毎週火曜日実施
	49回
	542名

	②親子関係形成支援事業を実施
	5回
	42名

	③ショートステイ、トワイライトステイ、親子再統合のための面会交流
	8回
	38名

	④地域学習支援の実施
	20回
	345名


地域の社会的養育拠点として、ショートステイや子どもの居場所づくり等、家庭養育支援事業を実施する一年となった。
①市から依頼の対象児童を学校へ迎えに行き、宿題や入浴をして夕食を摂り、洗濯をして自宅へ送る生活の関りを通して、児童や家族の自宅での様子がわかり、市へ報告するケースもあった。
②市からの紹介の保護者に対しCPAトレーニングを実施。
③親子再統合の面会交流では、施設委託一時保護中の児童が、県外にいる母と一緒に短期間の宿泊を伴う生活練習を何度か行い、解除につながった。

b.ケアリーバーの集いの場、退所児対象セミナー
	[bookmark: _Hlk194754437]①ケアリーバーの集いを開催、福井県内のケアリーバー団体会議を開催
	9回
	124名

	②セミナー開催　マネークリップ等
	3回
	38名


シャカシャカ研究会とのセミナー開催や、社会的養護経験者等全国交流会に参加し交流を深めた。集いは、月1回程度日曜日にカレーを参加者が作り、食事会を実施。ケアリーバーや措置解除直前の青年らの情報交換、悩みを相談し合える場となり、定期的に集まる場となった。

C.研修の運営
	[bookmark: _Hlk194754679]民間施設職員研修
児童福祉司任用後研修＋市町要対協調整機関調整担当者研修
こども家庭センター統括支援員実務研修
市町職員等児童虐待防止研修
児童福祉司任用資格取得指定講習会および児童福祉司任用前講習会（法定研修）
子育て世帯訪問支援事業訪問支援員研修　
里親登録前研修、里親基礎研修、意見表明等支援事業活動前研修、CAP大人のワークショップ、トラウマ研究会
	６５５名

	こども家庭ソーシャルワーカー指定研修
	8名


　こども家庭福祉に関わるソーシャルワーカーやケアワーカー等の研修・交流機会を増やし、支援者の質（専門性）の向上を図った。

ｄ.その他　地域支援センター利用
	[bookmark: _Hlk194755893]①妊産婦等生活援助事業を福井県内の乳児院、母子生活支援施設とコンソーシアムを組み実施し、毎月の定例会を開催
	居場所利用

定例会
	母子3人
29日間

12回

	②社会的養育自立援支援拠点事業を福井県内の自立援助ホームや児童養護施設とコンソーシアムを組み実施
	居場所利用
3回
	延べ
46日

	③社会的養育自立支援事業Ⅱ型　仕事やアパートが決まるまでの間の居場所として利用
	1名
	34日

	[bookmark: _Hlk178887342]④多機能型児童家庭支援センターの視察受け入れ
	118名

	⑤地域自治組織への会場貸出（地域の方に社会養育支援拠点として周知）、社会的養育関係機関への貸出（児童相談所や里親支援センター、里親支援専門相談員）
	195名

	⑥イベント利用　100万人のクラシックライブ等
	36名


①生活困窮の母子（乳児、5歳児）が妊産婦等生活援助事業の居場所を利用。生活の見通しがつくまでの間、食事や身の回りのケアを行う。母のレスパイトや育児指導、食事を一緒に作るなどを看護師と一緒に行う。
②地域で暮らす外国籍若者や継父との不仲若者等、居住場所がない若者へ社会的養育自立支援拠点事業の居場所として利用。ハローワークへの同行や自立した生活が出来るよう支援する。社会的養育自立支援事業Ⅱ型につながるケースもある。
居場所利用中に若者のパートナーが出産し、育児で不安定になったパートナーが、生後１か月未満乳児を連れて外出し、乳児を保護する場面もあった。
③退所児が仕事を辞め、会社のアパートを出ることになり、アパートが見つかるまで地域支援センターで生活。
